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一
般
質
問

と
し
て
公
平
性
の
確
保
に
つ
い
て

の
視
点
も
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
目
標
管
理
制
度
の
導
入
に

よ
り
、
そ
の
成
果
を
勤
務
評
定
に

反
映
さ
せ
る
な
ど
、
よ
り
公
正
公

平
な
人
事
制
度
の
確
立
を
目
指

し
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
市
民
の
利
便
性
の
向
上
と
行
政

効
率
化
、
さ
ら
に
は
市
街
地
の

活
性
化

・
職
員
育
成
と
行
政
体
制
の
整
備

・
公
共
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理

井坂正典　議員

今
こ
そ
逆
水
門
の
柔
軟
運
用
を
土

浦
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
？

ア
オ
コ
に
放
射
能
が
加
わ
っ

た
汚
染
状
態
に
な
る
と
、
命

の
水
、
私
た
ち
の
財
産
が
一
瞬
に

し
て
失
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
逆
水
門
の
柔
軟
運
用
の
早
期

開
始
を
県
、
国
に
求
め
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

今
年
度
、
霞
ヶ
浦
周
辺
の
21

の
市
町
村
長
で
構
成
す
る

霞
ヶ
浦
問
題
協
議
会
総
会
に
お
い

て
、
本
市
の
提
案
で
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
破
損
し
た
護
岸
、
堤

防
等
の
早
期
復
旧
や
霞
ヶ
浦
の
波

浪
対
策
、
そ
れ
か
ら
常
陸
川
水
門

の
有
効
運
用
な
ど
に
関
し
、
国
へ

要
望
す
る
こ
と
に
な
り
、
協
議
会

会
長
の
中
川
市
長
か
ら
国
土
交
通

省
霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所
長
あ
て

に
、
霞
ヶ
浦
に
関
す
る
要
望
書
を

提
出
し
た
と
こ
ろ
で
、
し
ば
ら
く

は
国
の
運
用
の
推
移
を
見
守
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
霞
ヶ
浦
及
び
流
入
河
川
に
大
量

発
生
し
た
ア
オ
コ
に
つ
い
て

質
問

市
民
生

活
部
長

東
日
本
大
震
災
時
、
常

磐
線
土
浦
駅
の
帰
宅
困

難
者
に
つ
い
て

内田卓男　議員

東
日
本
大
震
災
発
生
時
に
お

い
て
、
本
市
の
災
害
対
策
本

部
が
ど
の
よ
う
に
判
断
し
、
行
動

し
た
の
か
を
伺
う
。

帰
宅
困
難
者
受
け
入
れ
状
況

で
は
、
列
車
の
立
ち
往
生
に

よ
り
、
乗
客
約
320
人
が
一
時
的
に

川
口
運
動
公
園
へ
避
難
し
た
後
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
う
ら
ら
」に

避
難
し
た
が
、
一
夜
を
明
か
し
た

質
問

総
務
部
長

の
は
54
人
で
あ
っ
た
。

　

土
浦
市
の
対
応
で
は
、
JR
の
乗

客
を
、
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
の

職
員
で
川
口
運
動
公
園
か
ら
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
う
ら
ら
」に
誘
導

し
た
が
、「
う
ら
ら
」で
は
災
害
用

の
備
蓄
品
等
が
な
く
、
飲
料
水
や

食
料
品
を
JR
に
要
求
す
る
と
と
も

に
、
代
替
バ
ス
の
運
行
を
強
く
求

め
、
地
震
の
翌
日
に
は
、
取
手
駅

ま
で
運
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
帰
宅

困
難
者
の
多
い
土
浦
一
中
と
第
二

小
学
校
で
は
、
職
員
の
増
員
と
、

水
や
食
料
、毛
布
等
の
備
蓄
品
を
、

他
の
避
難
所
か
ら
持
ち
込
み
対
応

し
た
。

　

そ
の
後
JR
や
土
浦
駅
か
ら
、
感

謝
の
意
を
表
さ
れ
た
か
で
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
土
浦
駅
か
ら
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

鉄
道
会
社
と
自
治
体
と
の
関
係

に
法
的
な
定
め
が
あ
る
か
で
は
、

特
に
法
的
な
定
め
は
な
い
。

　

JR
と
の
間
に
災
害
協
定
等
の
申

し
合
わ
せ
が
存
在
し
た
か
で
は
、

協
定
や
申
し
合
わ
せ
は
な
か
っ
た

が
、
土
浦
駅
長
と
話
し
合
い
を
行

い
、
地
域
防
災
計
画
で
想
定
し
て

い
な
い
事
項
に
つ
い
て
、
今
後
協

議
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
後
の
対
応
で
は
、
今
回
の
帰

宅
困
難
者
に
は
、
市
民
と
同
様
に

対
応
し
た
が
、
今
後
、
市
と
JR
と

の
相
互
の
役
割
分
担
や
、
相
互
補

完
の
方
法
等
の
明
確
な
取
り
決
め

が
必
要
と
考
え
、
土
浦
駅
と
災
害

時
の
駅
舎
の
開
放
や
備
蓄
品
の
援

助
な
ど
も
含
め
て
、
災
害
協
定
の

締
結
も
視
野
に
、
具
体
的
内
容
に

つ
い
て
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
防
災
協
定
を
締
結
し
て
い
る
自

治
体
・
葛
飾
区
並
び
に
天
童
市

と
は
十
分
に
そ
の
機
能
が
発
揮

さ
れ
た
か
。

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
つ
い
て

平石勝司　議員

大
規
模
災
害
等
の
発
生
時

に
、
被
災
者
に
対
し
て
迅
速

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能

で
、
総
務
省
が
全
国
の
自
治
体
に

無
償
配
布
し
て
い
る
、
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
う
。

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、

利
便
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
一
方
、
導
入
・
運
用
に
あ

た
っ
て
の
難
点
と
し
て
、
市
が
通

常
使
用
し
て
い
る
も
の
と
は
異
な

る
パ
ソ
コ
ン
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

質
問

総
務
部
長

シ
ス
テ
ム
や
、
新
た
な
サ
ー
バ
ー

の
導
入
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
を

導
入
で
き
る
専
門
的
知
識
を
持
っ

た
職
員
が
限
ら
れ
て
お
り
、
運
用

に
あ
た
っ
て
も
業
者
委
託
が
必
要

で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
無
償
で
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
も
、
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
年
間

数
十
万
円
の
費
用
と
デ
ー
タ
保
護

の
た
め
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

用
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
、
本

市
に
お
い
て
も
、
復
旧
・
復
興
支

援
業
務
に
つ
い
て
、
被
災
者
支
援

シ
ス
テ
ム
と
類
似
し
た
独
自
シ
ス

テ
ム
を
職
員
が
開
発
し
、
費
用
を

要
せ
ず
円
滑
な
窓
口
業
務
を
本
庁

一
元
化
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
提
案
の
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

は
、今
回
以
上
の
災
害
が
発
生
し
、

申
請
場
所
を
別
に
せ
ざ
る
を
得
な

い
事
態
な
ど
、
同
シ
ス
テ
ム
を
有

効
活
用
す
る
状
況
も
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
現
在
の
市
の
シ
ス
テ

ム
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
調

査
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
緊
急
速
報「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」の

活
用
に
つ
い
て


